
１．はじめに
中国では，社会主義市場経済体制の充実化のため，マルクス経済学に関す

る研究が盛んに行われている。しかし，改革開放以来，近代経済学の研究の

発展が進む一方，マルクス経済学の研究の発展は遅れている。その中でも，

マルクス経済学では定量的な分析よりも定性的な分析が好まれる傾向にある

ため，数理マルクス経済学そして，マルクス経済学に関わる実証研究の発展

は特に緩慢である。また，経済成長理論の分野に関する研究は極めてわずか

である。

一方，中国では，２０１７年の経済方針により，経済体制の改革は財産権制

度の充実と生産要素の市場化配分に主眼が置かれ，新たな中国の特色ある社

会主義政治経済体系が求められている。ここでの新たな中国の特色ある社会

主義政治経済体系とは，具体的に言えば，マルクス政治経済学をベースとす

る経済体系を指している。こうして，新たな中国経済理論におけるマルクス

経済学に対するノウハウの「需要」と，今まで発展が遅れてきたマルクス経

済学のノウハウの「供給」における，両者のアンバランスが生じた。現在の

中国マルクス経済学において，どの分野が遅れているか，また今後どのよう

な発展が期待されるかを明らかにしなければならない。
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他方，近年，中国の経済成長のスピードが減速し，経済改革が早急の課題

となっている。習近平は習（２０２０）で，中国経済に対する理解を深めるこ

と，そして今後中国経済発展可能性を高めることにあたって，マルクス経済

学の研究アプローチの必要性を呼び掛けている。今後中国の経済成長が減速

している原因や，それへの対策などを研究する上でも，中国におけるマルク

ス経済学，特に成長理論である再生産表式論の分野における発展が望ましい

という政府の認識だと考えられる。そのためにも，中国におけるマルクス経

済学，特に，再生産表式論の現状と課題を明らかにする必要がある。

本稿は，中国におけるマルクス経済学，特に再生産表式論の発展に着目

し，その展望について述べる。ここでは主に，理論における数理展開と実体

経済にあてはめる実証分析の２つから論じる。中国におけるマルクス経済学

の現状と課題を明らかにしながら，中国の特色ある社会主義経済学の今後の

発展について考察したい。

２．中国におけるマルクス経済学の発展と諸学派
（１） 中国におけるマルクス経済学の発展

中国におけるマルクス経済学の発展は，４つの段階に分けることができる

と考えている。社会主義の計画経済期（１９４９～１９７７），改革開放期初期（市

場経済への移行）（１９７８～１９９２），高度経済成長期（１９９１～２０１１），経済成長

新常態期（２０１２～）の４つの段階である。これら４つの段階についてはそれ

ぞれ次のように説明できる。

社会主義の計画経済期（１９４９～１９７７）：中国では１９４９年に共産党政権が樹

立した。それ以来しばらく，中国政府は近代経済学を資本主義のイデオロ

ギーとして位置付け，全面的に排除した。その代わりに，ソ連型マルクス主

義を模範とする「政治経済学」が独占的な地位を占めるに至った。しかしな

がら，当時の中国におけるマルクス経済学は，厳密に言えば，マルクス経済

学の理論を継承したものではなく，教義・教条主義と経験主義の両者を引き

継ぎ，発展させたものであった。すなわち，マルクスの哲学とイデオロギー
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の導入に注力したのである。その結果，中国における経済学研究は現実から

離れ，現実の経済が直面する課題の解決にむけた方法論を提供できず，計画

経済に基づく経済発展は失敗した。

改革開放期初期（市場経済への移行）（１９７８～１９９２）：計画経済の失敗か

ら，政府と学界はいずれも，ソ連型の計画経済モデルが中国の経済成長及び

経済学研究の発展を妨げたと認識した。このため，ソ連型マルクス経済学を

放棄しつつ，マルクス経済学の文献に従い，マルクス経済学の発展と応用に

力を入れた。長い間教条化されたマルクス経済学は，ある程度の発展を収め

ながら，当時においても独占的な地位を維持していたのであった。改革開放

初期における市場経済への移行などの経済政策も，マルクス経済学を土台と

する成功であったと考えられる。１１期３中全会（１９７８年に中国が「改革開

放」を決定した会議）以来の中国共産党の規約において，鄧小平理論は，マ

ルクス・レーニン主義の基本原理を現代中国における実践及び時代の特徴と

結びつけた産物だとしている。２０１８年，中国国家主席・習近平は「改革開

放４０年演説」で，マルクス経済学に沿った政策をとることによってこそ改

革開放の成功が収められると語り，今後もマルクス主義による方針をとり続

けることをアピールした２）。

高度経済成長期（１９９１～２０１１）：１９９２年に入って，中国は，明確に定式化

された社会主義の基本概念を提示し，市場メカニズムと経済効率を中軸にし

た。同時に，改革開放により，多くの若者が海外に留学できるようになり，

近代経済学が中国に導入され，その結果，市場メカニズムを提唱する近代経

済学の研究は１つのブームとなった。伝統的な政治経済学は現実の実践との

距離が拡大していたが，近代経済学は，その実証方法の多様性により現実に

対する説明力を有していると，多くの若者が考えた３）。この段階において，

中国の学界では，近代経済学の影響力が増大した一方，マルクス経済学の影

２）習（２０１８）
３）張（２０１８）による，中国では７８％の大学生は近代経済学がマルクス経済学より
魅力的だと考えている。
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響力は後退している。

経済成長新常態期（２０１２～）：改革開放後，マルクス経済学の発展は経済

成長の理論的な礎とはなり得なかった。総書記になった胡錦濤は一時期，マ

ルクス理論の創造的な発展を図ろうとしたが，それを果たすことはできな

かった。これをうけて，２０１２年，当時副主席であった習近平は「マルクス

主義の中国化」シンポジウムを主催した。２０１４年には，総書記となった習

近平は積極的に政治経済学（マルクス経済学のこと──引用者）を学んで，

十分に活用するとの主張を行っている４）。２０１５年に中共中央政治局は，「マ

ルクス主義政治経済学の基本原理と方法論」というテーマで第２８回集団学

習を行い，習近平総書記は現代中国マルクス主義政治経済学の新境地を絶え

ず切り開いていかなくてはならないと語った５）。マルクス主義の中国化では

なく，現代中国マルクス主義政治経済学としたのには特別な意義があったと

考えられる。また，２０１６年には，再び「社会科学と哲学でマルクス主義が

主導する方針を堅持する」とした。そして，「中国特色社会主義政治経済学」

の発展を目指すことは第十三次５カ年計画（２０１６～２０２０）にも書き込まれ，

中国におけるマルクス経済学の研究は一層促進されつつある。さらに，習近

平は習（２０２０）で，中国経済に対する理解を深めること，そして今後中国経

済発展可能性を高めることにあたって，マルクス経済学の研究アプローチの

必要性を呼び掛けている。このように，中国においてマルクス経済学の重要

性が強調されるなか，中国の大学ではマルクス主義学部の規模拡大を通じ

て，中国ではマルクス経済学を含めてマルクス研究が学術界にて大きなトレ

ンドになっている。

（２） 中国におけるマルクス経済学の諸学派

中国におけるマルクス経済学は８つの学派を樹立した。「正統的マルクス

経済学創新学派」，「新マルクス主義経済学総合学派」，「経典マルクス主義経

４）習（２０１４）
５）習（２０１５）
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済学文献研究学派」，「マルクス主義生態経済学学派」，「演化マルクス主義経

済学学派」，「数理マルクス経済学学派」，「転型経済理論マルクス経済学学

派」，「ポストケンジアンマルクス経済学学派」の８つである６）。本稿で主に

取り上げるのは「数理マルクス経済学学派」である。本章の冒頭でも言及し

たように，中国マルクス経済学の発展の中で，数理経済学の発展は遅れてい

る。中国数理マルクス経済学学派を代表する経済学者は，白暴力氏と丁堡駿

氏の２名である。また，近年上海財経大学に所属している馮金華氏は，『一

般均衡理論の価値基礎』など数学アプローチを用いたうえで，労働価値説明

を基に一般均衡理論を再解釈する一連の研究をもって，中国の数理マルクス

経済の研究分野で注目されはじめた。そのうち，白暴力は白（１９８６）を出版

し，中国で数理マルクスを発展させ，中国で初めての数理マルクス経済学の

業績として認識されている。同書はおもに，微分と線形代数学などを用い

て，転形問題に基づき労働価値説を否定する諸説を批判し，マルクス経済理

論の完全性を証明したものである。また，白（１９９９）では，労働価値説を

ベースとし，価値・価格理論を体系化した。他方，中国数理マルクス経済学

分野を代表する丁堡駿は，労働価値説を擁護し，さらにそれを発展させるこ

とに注力している。同氏の代表著作として丁（２００５）がある。以上のよう

に，中国における数理マルクス経済学派は労働価値説を堅持し，発展させる

ことに関心を抱いてきた。それにより，特に転形問題をめぐっては大きな成

果を収めた一方，再生産表式に関する研究はいまだに多くの課題が未解決の

ままとなっている。

３．中国における再生産表式論の発展
マルクスの拡大再生産表式からは２つの命題が得られる。１つは拡大再生

産の実現条件であり，もう１つは消費財生産部門と資本財生産部門との不変

資本の増加率の関係についてである。これに基づき，Lenin（１８９３）は，資

本の有機的構成が高くなる場合には資本財生産部門を優先して発展させるべ

６）薛（２００９）pp．３１-４０．

中国におけるマルクス経済学の展開 ６７



きだと唱えた。中国における再生産表式論の展開は，上記の２つの命題に

よって２つの方向に分けられる。１つは資本財生産部門と消費財生産部門に

よる２部門の比例関係に着目するもので，白（２０００），陶（２０１４）（２０１５）

（２０１７），陶・陶（２０１１）（２０１３），朱（２００６）（２００８）などが挙げられる。他

の１つは，動学的一般均衡理論を用いて再生産表式を展開するもので，拡大

再生産表式の実現条件をベースとして発展してきた。これに関する研究とし

ては呉・馮（２００４），李・祝（２０１２），李（２０１５）などがある。

（１） 資本財生産部門と消費財生産部門の２部門比例関係の証明

再生産表式からも，拡大再生産を実現するためには，２部門はある比例関

係を満たさなければならないという結論にたどり着いたが，マルクスは，そ

の比率について論じていなかった。そこで，白（２０００）は，再生産表式をも

とに，単純再生産及び拡大再生産を実現するための２部門の比率を計算し

た。再生産表式の表現は以下の通りである。

����������� ………（１）

����������� ………（２）

ここで，��は剰余価値率で，２部門の剰余価値率が同じであると仮定する

と，

������� ………（３）

が成立する。また，１つの生産周期において，可変資本の転換回数は１回

で，前払い不変資本cの転換回数は�回であると仮定すれば，

���� ………（４）

となる。

�は資本の有機的構成で，

��
�

�
�
�

��
………（５）

がある。すると，（１），（２）式はさらに以下のように書き換えられる。

��������������� ………（６）

��������������� ………（７）
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また，拡大再生産の実現条件Ⅰ �����
�

�
� ��Ⅱ������７）から，

Ⅰ ����
���
��
����………（８）

Ⅱ ����
���
��
���� ………（９）

Ⅰ �

�
���������������

���
��
�
���
��
�����������………（１０）

が成立する。そして，それらを拡大再生産の実現条件に代入して，また

（６），（７）式に基づいて整理すると，

�����	������������������������������………（１１）

となる。ここで�
は剰余価値のうちで蓄積にあてられる部分として，


�
�


�
………（１２）

を定義し，これを新たに剰余価値蓄積率として導入する。

さらに，�
������であるから，


�
���

	�
���

��

	
………（１３）

が得られる。以上の式に基づき，白（２０００）は，消費財生産部門と資本財生

産部門の比例を以下の式により表している。

��
��
�

��������������������������� 
���
���

��
� �� �

������������������
���

��
������� 
���

���

��
� �� �

………（１４）

すなわち，��
��
�����������������
��
��となる。白（２０００）によれば�，

�，�は生産技術によって決まり，
は社会的に決まる変数である。これによ

り，白（２０００）は，消費財生産部門と資本財生産部門の比率は技術進歩だけ

に影響するのではなく，社会需要に応じても変化すると論じた。

白（２０００）に続く２部門の比率についての研究では，数学的な手法の改良

に注力している。陶（２０１４）（２０１５）（２０１７），陶・陶（２０１１）（２０１３）など

７）�（・）は括弧内の数値が第１部門に関するものであることを指す。同様に，�
（・）は括弧内の数値が第２部門に関するものであることを指す。
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は，２部門の比率がとり得る値の範囲に焦点を当て，静学と動学に分けて考

察した。これらの考察により得られた結論は，２部門の発展が比率を保つの

は，拡大再生産を実現するための必要十分条件であるというものである。他

方，朱（２００６）（２００８）は，��������，����������������������８）

が成立することが，拡大再生産を実現するための十分条件であると証明し

た。それらの研究は，マルクス経済学の理論の妥当性を示している点に意義

があるものの，現実の経済について説明を与えるにはいくつかの課題がある

と考えられている。

（２） 動学的一般均衡理論に基づく再生産表式論の展開

近年，中国数理マルクス経済学における動学的一般均衡理論，または新古

典派経済成長理論の枠組みに基づく，再生産表式論の展開が注目されてい

る。特に，Ramsey（１９２８）の最適成長モデルの枠組みをベースとする研究

は多数存在する。Sweezy（１９４２）は，価値法則が一般均衡に関する理論で

あると指摘した。さらに，ジョン・ローマーらの分析的マルクス主義や，置

塩派でも，動学的一般均衡理論を正しく評価し，マルクス経済学と近代経済

学の統合を試みている。中国の研究者の多くもそれらのアイディアを継承

し，動学的一般均衡理論とマルクス経済学との関連を明らかにするよう力を

注いでいる。その中で，動学的一般均衡理論の枠組みを踏まえた再生産表式

の展開に関する研究がいくつか存在する。呉・馮（２００４）は，動学一般均衡

手法を用いて拡大再生産モデルを再展開し，「拡大再生産をもとにする動学

最適成長モデル」と名付けた。このモデル内では技術進歩を考慮しない場合

における労働単位あたりの資本，消費，生産の最適成長経路が導かれてい

る。その結果，消費財生産部門と資本財生産部門との間の可変資本比率は，

経済成長の安定性を決定する１つの要素であるとの結論を得られる。２部門

の可変資本比率が一定であれば，移行動学は存在しない。一方，２部門の可

８）��，��，��，����������それぞれ，資本財生産部門及び消費財生産部門にお
ける可変資本，剰余価値，不変資本，蓄積に回す剰余価値である。
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変資本比率が一定でなければ，定常均衡に収束する鞍点経路は存在する。

李・祝（２０１２）は，呉・馮（２００４）のモデルをベースとし，２部門の可変資

本比率が一定である場合の経済成長経路を分析した。ただし，呉・馮

（２００４）における効用関数は消費の関数である代わりに，李（２０１５）は消費

と総資本を独立変数とする効用関数を設定している。結論として，消費と不

変資本の長期的な成長率は，剰余価値率，及び消費財生産部門の資本の有機

的構成と正の関係を持つものの，２部門間の可変資本の比率及び時間選好率

とは負の関係を持つこととなる。よって，経済の安定成長を実現するために

は，パラメーターの値はある範囲を満たさなければいけないという理論的結

果が導き出され，経済成長の不安定性と経済危機は常に並存するとの結論に

至った。李・祝（２０１２）は，李（２０１５）をもとに，資本家の時間選好率をモ

デルに組み込み，経済の安定成長を図るための各パラメーターの値の範囲を

考察した。資本家の時間選好率は，経済成長が保てるか否かにとって１つの

大きな要因であると証明した。呉・馮（２００４）と李・祝（２０１２）のモデルは

同じ構造を持っている。また，朱（２００８）は，双線形システムを用い，再生

産表式を展開した。構築された状態方程式を制約条件とし，そのもとでの社

会厚生最大化問題を解きながら，均衡状態における２部門それぞれの最適蓄

積率の式を得た。理論の展開をより簡単に把握するために，李（２０１５）での

モデルの構造を説明する（モデルは前掲の拡大再生産の実現条件に基づく）。

資本財市場における供給と需要の均衡式は，

Ⅰ�����������Ⅰ��������Ⅱ�������

である。一方，消費財市場における供給と需要の均衡式は，

Ⅱ�����������Ⅰ ������
�

�
� ��Ⅱ ������

�

�
� �

である。

また，社会計画者のモデルを想定し，社会総消費（��）（資本家階級と労

働者階級の消費），資本家の前払い総資本（��）は，社会計画者の効用関数

によって表される。
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��������������� ………（１５）

パラメーター�は資本主義の精神度と定義された。また，消費財資本財

部門及び消費財生産部門における不変資本の総額��は，

���������� ………（１６）

となる。総可変資本��は，

��������� ………（１７）

である。２部門における資本の有機構成，�	��	���	�が一定であると仮定

し，経済成長における技術進歩を考慮していない。ここで，	�１，２は消費

財生産部門と資本財生産部門を表す。加えて，２部門における剰余価値率も

等しく，
��	���	�であると仮定する。

こうして拡大再生産の実現条件の動学方程式は，

������������Ⅰ ��
�

�
� ��Ⅱ ��

�

�
� ��Ⅱ���Ⅰ�� ………（１８）

である。ここで，（１８）式は，
，�	を用いて，

���������������
������� ………（１９）

Ⅰ ��
�

�
� ��Ⅱ ��

�

�
� ���� ………（２０）

Ⅰ���������� ………（２１）
と書き換える。�������も一定であるとすれば，

���������� ………（２２）

����
�
���

�� ………（２３）

����
�

���
�� ………（２４）

となる。よって，可変資本の資本蓄積の動学方程式として，

����
���

������
����� ………（２５）

が成り立つ。 ���

������
��は消費財生産部門が創造した社会総価値である。

（２５）式により，不変資本の資本蓄積の動学方程式は，
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������������� ���
������
���

����
������

���
� � ………（２６）

となる。こうして，社会計画者モデルの構造は以下のようになる。簡略化の

ため，各時間変数の�を省略して記す。

����
�

�

	
����
���������


���

	���������

����



�
���

������
�

given �� ………（２７）

ここで設定された問題は，一定条件を満たしたもので通時効用最大問題で

ある。モデルの解として，以下の動学方程式が得られる。
��

�
����

�

�
����� ………（２８）

��

�
������

�

�
………（２９）

経済体制における内生的成長が存在するか否かにより，さらに２つのケー

スに分けて説明する。

内生的成長が存在しない場合，定常状態における�������があり，定常

状態における消費と不変資本の比率は，

����

���
�
��

��
�
��
��

………（３０）

となる。

そこで，安定状態における各パラメーター・変数は以下の式を満たさなけ

ればいけない。
������
���

�
�

���
………（３１）

一方，内生的成長が存在する場合，����	�，����	�になり，

����

���


��

��


��

��
………（３２）

������
���

	
�

���
………（３３）
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が成立する。均衡状態における内生成長率は，

��

�
�
��

�
�
������

���
�
�

���
………（３４）

となる。こうして，社会総生産価値の長期的成長率は，

��

�
�
���

������

��

�
�
���

������

������

���
�
�

���
� � ………（３５）

となる。

こうして，消費と不変資本の長期的な成長率は剰余価値率及び消費財生産

部門の資本の有機的構成と正の関係を持つものの，２部門間の可変資本の比

率及び時間選好率とは負の関係を持つことが明らかになった。以上の結果か

ら，安定成長を図るためには，満たさなければいけない条件が厳しいもので

あることから，李（２０１５）は資本主義が不安定であると主張する。

以上２種類の研究はいずれも，「価値次元」による議論である。つまり，

これらの展開を基にする数値例を使った説明はあるものの，実証研究は見当

たらないのである。これらは，価値次元にとどまっている論争であって，物

財タームで測った現実の経済データとは不整合で，実証研究に移るには限界

があるからである。現実の経済に当てはめる分析は物財次元で説明しなけれ

ばならない。

４．中国における再生産表式論に基づく実証分析
再生産表式に基づいて現実の経済を分析する研究には，趙・趙・李

（２０１６），徐（２０１７a）などがある。これらは，主に「第１部門の優先的発展」

理論をめぐる実証分析で，中国の経済発展における消費財生産部門と資本財

生産部門のアンバランス問題に着目している。具体的には，産業連関表の各

項目をいかに不変資本，可変資本，剰余価値に分類するかを中心に研究して

いる。これらの研究は，長年マルクス経済学を実証化する際に直面する１つ

の大きな課題，つまり，SNAにおける国民経済統計データと労働時間で測

定する価値量は同じ次元ではないという点を克服した。
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それらの実証研究は，主にFujimori（１９９２），張（２００４）の手法を用いて

おり，趙・趙・李（２０１６）はFujimori（１９９２）の手法に従っている。ただ

し，Fujimori（１９９２）が日本経済を対象とする代わりに，趙・趙・李

（２０１６）は中国経済を対象とする。また，徐（２０１７ab）は，張（２００４）の議

論を踏まえ，Fujimori（１９９２）の手法を改良して実証分析を行った。徐

（２０１７ab），趙・趙・李（２０１６）などは「第１部門の優先的発展」も論じた。

徐（２０１７b）は，第１部門である資本財生産部門における資本の有機的構成

の増加による消費財生産部門（第２部門）産出の変動に関して実証を行っ

た。その結果，資本財生産部門における資本の有機的構成が１％増加するに

つれて，消費財生産部門における産出の成長率が０．３４５％程度減っていくと

の結果が得られている。趙・趙・李（２０１６），徐（２０１７a）は，１９９５年から

２００９年までの中国の資本財生産部門における産出が大幅に成長しており，

その成長度合が他国よりも著しいことを示した。これらの研究は，現在中国

が直面している供給過剰問題は消費財生産部門と資本財生産部門のアンバラ

ンスな成長にあると主張している。

徐（２０１７a）（２０１７b）の研究は，WIODの発表した非競争輸出型産業連関

表と各国の産出と雇用にデータ（SEA）の２つのデータを用いた。非競争

輸出型産業連関表は表１のように表される。

中間投入 最終需要 総生産
１……� 消費 資本形成 輸出 輸入

国内
中間
投入

１

���
� ��

� ��
� 	�

� 
�
�２…

�

輸入
商品
中間
投入

１

���
� ��

� ��
� 	�

� 
�
�２…

�

付加価値 労働者報酬 ��
社会純収入 ��

総投入 
�

表１ 非競争輸出型産業連関表

出所：徐（２０１６）p．３６
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ここで，中間需要，最終消費，資本形成及び輸出を国産財（�）と輸入財

（�）に分割すると����，����，���，���，���，���，	��，	��の８つに分解さ

れる９）。
�は労働者報酬，��は社会純収入である。そして，再生産表式にお

ける２部門の不変資本，可変資本，剰余価値，社会生産総価値�，�，�，


 は，以下の式のように，産業連関表と対照できる。

����
���

� ����
� ���

�
����

�� �
	�

� ���������� � ………（３６）
����

���

� �
���

�

���
�
����

�� ���� ………（３７）

����
���

� 
�

	�
� ���������� �� � ………（３８）

����
���

�


���� ………（３９）

����
���

� ��

	�
� ���������� �� � ………（４０）

����
���

�

����� ………（４１）


���
���

�

��
�
���

�� � ………（４２）

���

���

�

	��
� ………（４３）

こうした産業連関表と再生産表式の対照関係に基づき，徐（２０１７a）（２０１７b）

は３８カ国それぞれの２部門の可変資本，不変資本，利潤率，総価値を計測

した。

このような手法は，「価値型産業連関表」と「実物型産業連関表」を照合

するということを主な目的としたものである。これにより，長年マルクス経

済学を実証化する際に直面していた１つの大きな課題，すなわち，SNAに

おける国民経済統計データと労働時間で測定する価値量は同じ次元ではない

という点を克服することができる。しかしながら，周知のように，価値型産

９）原文のままを引用した。しかし，非競争型産業連関表に正しく従えば，表におけ
る���� は０であるはずである。
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業連関表のデータは商品の市場価格によって計測された生産額データである

ため，上記の方法で計測した結果は，「労働時間」によって計算された「価

値量」とは必ずしも一致しない１０）。

５．おわりに
本稿は，中国における再生産表式の理論と実証研究を中心にマルクス経済

学の展開とその現状を考察した。中国におけるマルクス派成長理論の理論展

開は，主に２部門の比例関係を中心とするが，「価値次元」にとどまってい

る。こうした研究は実証分析への応用性が低い。一方，再生産表式論に基づ

く実証研究はわずかに存在し，それらは「価値型産業連関表」と「実物型産

業連関表」を照合している。つまり，産業連関表のデータから不変資本，可

変資本，剰余価値を計測するのである。こうした方法は，マルクス経済学を

実証化する際に抱える課題，すなわちSNAにおける国民経済統計データと

労働時間で測定する価値量は同じ次元ではないという点を克服することがで

きるという利点がある。

しかし，「価値型導入産出表」の「価値」とマルクスが採用する「価値」

の意味とは異なっている。マルクス経済学における「価値」は労働によって

創造されるが，その意味で「価値」を計測するのであれば，投下労働量に

よって測定すべきである。そのような先行研究としては，泉（１９９２）などが

ある。要するに，直接的に産業連関表のデータを利用するならば，新たにマ

クロ上の２部門データを構築することができるが，再生産表式における価値

と素材の統一関係を表すことができないと考えられている。

このような背景の下で，近年中国では，山下・大西（２００２）による「価値

単位」と「物財単位」の両方で議論可能なマルクス派最適成長理論が注目さ

れている。マルクス派最適成長モデルは中国では山下・大西・茹仙古麗

（２００５）によって最初に紹介され，その後，マルクス派最適成長モデルを紹

１０）筆者が博士論文提出後の２０１９年４月に刊行された喬（２０１９）においても，同じ
意見を示した。
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介する大西（２０１２，２０１５）も中国語に翻訳されている。また，前掲の李・祝

（２０１２），李（２０１５）における動学的均衡理論の手法により再生産表式の展開

の発想は大西（２０１２，２０１５）の中国版である孫・大西（２０１４）から得たもの

である。さらに，近年マルクス派最適成長モデルを実証モデルとして中国経

済にあてはめる分析も盛んに行われている。喬・何（２０１６）はマルクス派最

適成長モデルに基づき，中国の工業化を分析した。さらに，中国経済分野で

最も権威のある雑誌である『経済研究』では喬・何（２０１７）によってマルク

ス派最適成長モデルが体系的に紹介されている。喬・何（２０１７）において，

マルクス派最適成長モデルはマルクス経済学の本質である史的唯物論と生産

力・生産関係理論を堅持しながら動学的一般均衡理論の手法を非常にうまく

用いており，さらに現実の経済に対する理解を一層深められる数理モデルで

あるとして，その理論価値を高く評価されている。また，喬・何（２０１７）は

マルクス派最適成長モデルの中国数理マルクスの将来の発展の一つの模範と

して位置付けている。陳（２０１７）では，マルクス派最適成長モデルと近代経

済成長モデルを比較した上，マルクス派最適成長モデルを用いて中国経済を

分析することを提唱した。これらをきっかけとして，マルクス派最適成長モ

デルは中国で注目を集め，現時点においては喬・張・張（２０１８），喬・王

（２０１９）などがマルクス派最適成長モデルに基づき，中国経済の現状を分析

している。
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The Development of Marxian Economics in China
with a Focus on the Social Reproduction Theory

LI Chen

This paper summarizes the development of Marxian economics,
specifically the development of the social reproduction theory, in China.
Firstly, the paper provides a brief overview of the development of Marxian
economics and the eight schools of Marxian economics spawned in china.
Then, some representative research related to the social reproduction
theory will be outlined from a theoretical and empirical study perspective,
respectively. The research suggests that both theoretical and empirical
studies related to the social reproduction theory are immature. Moreover,
the problem, such as the inability to correspond to the actual economy,
exists. In this instance, a hybrid model that combines the strengths of the
social reproduction theory and neoclassical optimal growth model, the
Marxian optimal growth model, has attracted much attention in recent
years and is thought to provide an orientation for Chinese Marxian
economists.
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